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入，いわゆるUターン脊年（凝家瀾濁慄のうち卒莱後  

1は じ め に  いったん他産薬に就職した後離職し「厳薬がもとなっ   

自家膿楽後継者の減少が凝がれ始めてひさしい。平成  た者のうち34歳以下の都が1．900人であった。5年前  

2（1990）年には，巌家子弟の新規学卒就農者が1t800  の昭和60（1985）年の数字はそれぞれ，4事800人  
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農薬生産者の側にも農薬への眼差しに関する革新が広が  

りはじめた。そ・うした新しい眼差しの特徴を実富iE的に明  

らかにする統みもすでにみられるが勒，むしろそれは，  

この時期にあえて虚業を始めようとする新鋭参入脳某省  

において典弘的に現われるといえよう。新規参入者に関  

する既存の研究が，農業労働力の補充という「軽lい手  

給」的観点に義関心をおいていることへの反省注斜の食  

味も込めて，虚業への新しい眼差しを新規参入農業者の  

なかに探りたい。   

具体的には，新規参入者へのインタビューを通じて，  

選択した虚業という職業を彼らがどのように考えている  

のか，さらにそうした虚業への眼差し，すなわち農薬  

観洩卵がどのような生活愁眉や生計実態に支えられてい  

るのか，について考察する。兵庫県と香川県で親過する  

7人の新規参入者を挙例にあげて検討するが，その前に  

次節において，既存調査を利用しながら新鋭参入農薬者  

の概賓を述べておきたい。  

12．600人であったから，その激減のようすが知られよ  

う子まミl）。尊莱的な農業労働力の参入は，この他にも延年  

後農業に就発するなどのパターンもあるが，総じて虚栄  

労働力は減少傾向にあり，今のところその傾向は続きそ  

うである。   

こうした農薬労働力の減少傾向のなかで，徐々にでは  

あるがしだいに注目を強めつつあるのが，非農家出身者  

を中心とする偽薬への新規参入者たちである。『虚業自  

沓』では，すでに10年ほど敵から新規参入者に関する記  

述がみられる。また，1987年には全国農薬会談所や都道  

府県農薬会講の手によって，新鋭就農ガイドセンターな  

どの相談機関が設けられ，新規参入希望者に対する就戯  

地等の斡旋がおこなわれ始めた。さらに，1992年6月10  

日農水省発教の『新しい食料・厳寒・戯村政策の方向』  

のなかにも，新規参入者を強く悪撤した文枝措橙が盛り  

込まれている注2）。山方，受け入れる側の農山村として  

も，高齢化などによって作り手のない農地が現れ出すと  

いう憫況があり，人口減少に歯止めをかけたいという願  

いも含めて，新規参入者を受け入れる雰囲気になってき  

た。   

このように新規参入戯莱着たちにとってしだいに追風  

が吹きつつはあるが，次節で示すように，その数は減少  

しつつある自家盛栄後継者数と比牧しても，やはりほん  

の少数派にすぎない。しかし，少数派であるとはいえ，  

親から決り受ける鹿地もないなかで，螢が敬遠するよう  

な農薬の倣剃ことびこむ人たちの生き方や考え方は，今  

後の農薬の進路を考えるうえで濃紫であるし，受け入れ  

る鹿村側に対しては，その興異な存在のゆえに伝統的社  

会を変革するひとつの掛こなるという可能性を秘めてい  

る。   

この視角は，広掛こは虚業経常の主体的側蘭を澄祝す  

る経営者能力給のなかに位置づけられよう。たとえば関  

口三紛失10）は，現実の経営力を，経償者の抱く「経常  

理念（鹿楽観）」餌）とそれによって規定される「行動様  

式」とに区分して把臆しようとする。この枠組みに沿っ  

ていえば，小柄の関心はとくに前者の「経常理念（農薬  

観）」について，その概念を拡張しつつ，それを農薬経  

営者の生活態度と不可分のものとして捉え渡すところに  

ある。   

他方，1980年代後半以降，いわゆる環境間髄が公客間  

題とは輿なる様相で現われてきており，それに並行して，  

2 増えつつある「生活志向」型新規参入者  

概賓を述べるに先だち，まず，戯莱への新規参入者の  

窟滋を考えておこう。新規参入を広く考えれば次のよう  

ないくつかの場合が考えられが籾。   

①非鹿家出身者が開莱地に新たに虚業基盤を築き儀紫  

綬常を開始する場合   

②戯家出身者だが，分家などによって既存農業経常の   

継承を受けることなく新たに農薬基盤を築き鹿紫経  

営を開始する場合   

③既存の農家へ婿入り・嫁入り・夫婦容子に入る場合   

④鹿家・虚業法人へ被傭される場合   

①収入の基盤は他の磯塞におきつつ，自給自足的農薬  

を新たに始める場合   

このうち新規参入鹿莱者として通常思い浮かぶのほ①  

②である。後に利用する償水省調査の対象，および，新  

規就農ガイドセンターがおもに考えているのもこの①②  

の場合である。①②の場合は，既存の濃紫基盤をもたな  

い状態で，しかも独立した虚栄基盤を築く必要があるの  

で，政策的な支援がもっとも必賓とされる部分であり，  

しかも政策的に関与しやすい部分であるといえよう。し  

かし，純粋に「担い手諭」的な観点からいえば，鹿家の  

跡取り以外の農薬労働力の参入が問題となるので，①②   
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③蔓）が対象となる。また，新規参入者の生き方や考え方  

を問題にする立場をも認めるならば，G）のような場合も  

視野に含む必賓がある。鼻薬で生計を立てるかどうかに  

速いはあっても，農薬をみる眼差しに大差ない場合があ  

ると考えられるからである。   

本来ならば①から⑤までのそれぞれの場合をとりあげ  

るペきだが，既存の統計を利用する都合上，械安につい  

て述べうるのほ砲架対象でもある①②の場合のみである。  

この①②は，農薬という職薬に基盤もなく新規に参入す  

るという意味で，新規参入者の核心をなすことは稚かで  

あり，中心的な傾向を捉えるには有効である。利用する  

調査ほ，戯水省が1988年から89年にかけて①②の場合の  

新規参入者を対象としておこなった調査14）であり，そ  

のなかから参入者数や経営作目，就舷動機などの現状と  

傾向について考察したい。   

この調査（さしあたり「今回調査」と呼ぶ）は，1985  

年1月以l劉こ新規参入し，1988年12月現在営虚を継続し  

ている者240入を対象としているが，設問によっては，  

1980年から1985年9月までに新規参入した295人を対象  

にした調査 く「前回調査」と呼ぷ）の結果も救せられて  

おり，短い間隔ではあるが傾向を統みとることができる。   

まず年次別の新規参入者数については図1のとおりで  

ある。各年次にみちれる前回調査と今回調査の差は，離  

凝着の数を衆わしている（ただし，1985年は調蜜月の関  

係上，今回調査の方が多くなっている）。これによると  

1980年から88年の！乳 総数466名の新規参入者が農薬者  

として今のところ根付いていることになる。年平均にす  

ると52名である。年次別にみると1984年に一度ピークが  

ある。近年になって再び増加傾向にあるのは，1987年に  

発足した新鋭就鹿ガイド串某による影響もあるかも知れ  

ない。   

図2は主たる作馴こついて前回調査と今回邪恋の結果  

を示したものである。園注にあげたとおり各調査の回答  

方法が輿なるので単純に比較はできないが，全体として  

畜産が減少傾糾こあり舶），稲をはじめとする毅頒やと  

くに露地野菜の伸びが顕著にみられる。施設野菜も増加  

しており，全般的に野菜作への参入は増加傾向にあると  

いえる。露地野菜については，長野県などに入植し新た  

に高冷地野菜の経常を始める軍例もみられるが，有機無  

償室酎こ素養野菜親培を避ぷ人たちの増加によるところも  

大きいと考えられる。  
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揖簡閲調査構成比 圏今臥綱査構成比  

図2 新規参入塵莱者の主賓作目  

資料）戯林水産省胞衣園芸属普及数蘭裸12〉。  

注）前回調査は1人1作目の回答だが，今回開恋  

は240人の蕊複回答なので，のペ合計を100％にし  

で構成比を算出した。主賓作目だが第2の地位に  

ある場合，その作目は前回調査ではでてこないこ  

とになる。露地野菜の急増はそれによる影響を盈  
し引いて考える必賓があろう。   

最後の点については就巌動機の変化が参考になる。米  

1は就農動機を比較したものだが，「特定の戯紫綬督  

（酪凰 肉用牛，花きなど）をやりか－。」という，いわ  

ば「翠莱志向」的動機のポイントが半分に減少し，かわ  

りに「有機虚栄，無慮薬農薬がやりか－。」，「自然が好  

き。自然の中で生活したい。都会がきらい。ゆとりある  

生活をしか－。自給自足の生活をしか－。」という，「盆  

暗志向」的動機のポイントがそれぞれ2倍近くに増加し  

ている。   
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表1就農動機（盈複回答）  

前回邪恋  今回調査  

構成比  構成比  実数  

％  ％  

32  31．3  175   

22  11．1  62   

7  13，0  73   

8  8．8  49  

12  20．7  116  

9  3．9  22   

4  2．7  15   

6  4．8  27  

3．8  21  

・盛栄に興味がある。虚楽がやりたい。  
農薬には乳 将来性，自由がある。  

・特盤の農薬経常（酪凰 肉用牛，花きなど）をやりたい。  

・有機盛栄，撫彪黄虚栄がやりたい。  

・銑戯前に農薬関係の仕率をしており，その経験を生かしたい。  
独立して自分の経験をしたい。  

・自然が好き。自然の申で生活したい。都会がきらい。  
ゆとりある生活をしたい。自給自足の生活をしたい。  

・就鹿繭の聴衆がよくなかった。転職したかった。  
・定年退職後の職茶として。老後の生きがい。  

・その他（子供の教育。健磯のため。他人からのすすめ。家庭の  
事情。不明。尊）  

・その他  

のペ合計  100  100，0   560  

資料）農林水産省農敬園芸局潜及教習裸12）。  

往）前回調査は構成比以外不明なので，今回調速についても，のペ合計を100％とし構成比で比  

較した。   

新規参入者の概繋に関する以上の簡単な考察をまとめ  

ると次のようになる。山一口に新規参入戯莱者といっても  

いろいろな場合があるが，「担い手論」を背嚢として施  

策的に対象となっているのは，農薬基盤をまったく新た  

に簸いて自力で綾骨をおこなおうとする人たちを指して  

いる。それらの人たちほ1980年以降でみるかぎり，年々  

およそ数十人単位で存在しており，増減はみられるもの  

の増加額向にある。さらに就炭動機についてほ，「事業  

志向」的動機の減少と「生活志向」的動機の増加を指摘  

できる。   

つまり，新規就農ガイド単発などの新規参入支援軍楽  

は，「担い手諭」をベースにするかぎり「調薬應向」型  

の参入者に閲心が向かうが，霧際にはそれにそぐわない  

「生活志向」剋参入者が増えているのである。したがっ  

て，確かに新規参入者の円滑な就凰 経常基盤の確立な  

どへの支援は必賽でほあるものの，それを問題にするだ  

けでは軍楽自体が目標を見失うことになりかねない。現  

代展紫に汚考をせまるものとしての新規参入者という恋  

幾づけは，このように糖質の検討からも確認できるので  

ある。  

3 7人の新規参入者たち  

新規参入者を扱う文献の多くは，なんらかの視角から  

参入者のタイプ分けをしている。このことは新規参入者  

たちが多様な集団であり，単純に山般化して倫じえない  

ことを物繕っている。そこで，ここで紹介する事例の特  

徴についで最初に述べておきたい。   

先に新規参入農菜箸の窟裁を①から①まであげたが，  

以下の挙例はG）および（診に該当する人たちである。つま  

り新規参入者の核心をなす人たちであるが，なかには結  

果的あるいは轡史的に，①に近い生活形態となっている  

挙例もある。他方，「輩紫志向」型－「生活志向」艶の分  

類に即すると，以下の7人の中には「挙激怒向」的な窓  

織をもつ挙例が1例（E氏）含まれているものの，その  

他ほすべて「生活悪麿」艶に含めてよい挙例である。そ・  

のため，嚢本集約的な畜産や施籠園芸への参入者はまっ  

たく含まれていない。したがって，核心部分に限るとし  

ても，なお新規参入者の一般像を翰じるには鯉徴がある  

が，参入者たちの生き方や考え方を拾いだし現代農業を  

汚考しようという趣旨を考慮するとき，増えつつあるが  

等閑視されがちであった「生活志向」蔑望参入者に焦点を   
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つくっているが，おもに自給用である。養鶏については，  

同じ鵜落で自然盤鶏をおこなっている人に技術的な援助  

を受けた。野菜などの栽培については本や雑誌を参考に  

したり，近所の高齢者たちに開いたりしている。   

生計は卵の販発と，町内の中学生を集めて負宅でおこ  

なっている家庭敬称からの収入，および冬期におこなう  

水道工事などへのアルバイトで成り立っている。卵は1  

個40円の単価で，夫婦の大学時代や職場時代の友人たち  

に宅配便を利用して販発している。卵の死上から餌代を  

ひいた収入は，月当りおよそ24方円前後，それに家庭教  

師の収入が月に7万円ほどである。   

典輝県有機農業研究会と自然餐偽金に入っており，あ  

わせて年に2－3回程度これらの会合に出かける。近辺  

に住む新規参入者たちで葉まって，炭を焼いたこともあ  

る。地区の出校や非式の手伝いなどには欠かさず参加し，  

地元の消防団の一員でもある。一山九 非式や地区での供  

出金など，つきあいにかける資用ほ多いと感じている。   

農業ほ撥もツミの少ない職業ではないか，というのが  

A氏の考えであり，虚業という職業を正当化するひとつ  

の大きな根拠である。つまり膿莱ほ，公鮮や資源浪≡凱  

効率山点ばりの労働から，澱も遠ざかることのできる職  

莱だということだ。また，夫婦で教師をしていた頃の縁  

日の忙しさを振り返りながら，家族て緒の生活の大切さ  

を強調する。孝ぎl；会と追って近所の人たちの干渉が究にな  

ることもあるが，都会にはもう罵りたくないというのが  

夫婦の血致した悪鬼であった。  

（2）鼻慄しみ’ナとしての農薬一兵碓県氷上郡市庵町B氏－   

B氏（30故）は独身で，1989年に就虚した。貌戯繭は  

灘神戸生協（現コープこうペ）の職爵であった。   

B氏は広庵県の出身で，生家の散楽は会社戯である。  

父親の海外振動の関係で高校はブラジルのインターナ  

ショナルスクールを卒業した。ブラジルへ向かう前には  

アメリカで半年間の鰭学研鰭の経験もある。準某後，国  

際基督教大学社会科学科へ入学。卒楽後すぐに灘神戸生  

協に就職した。   

B氏の偽薬への関心ほ，ブラジル在任時に第三世界の，  

とくに貧困層の人々との出会いが学監端だろうという。大  

学人学級に，東京から広島まで徒歩旅行をしたこともそ  

れまでの生活を兇乾すきっかけとなった。具体的に戯楽  

がしたくなったのは大学2年の時だという。「ある日突  

然」思い立ったということだが，ある日爽然盛栄がやり   

しぼることも意義あることだと思う。特徴の第3点とし  

て，就虚して比牧的間もない人たちであることもつけく  

わえておく。   

各軍例の内容はおおよそ．家族鰍軋 就農にいたる縫  

緯，現在の虔茶経営と生乳 生産・生活をとりまく入関  

関係，鷹莱という職業について，という順に記述してい  

きたい。なお鯛悲は，1992年2月から3月にかけて，筆  

者が直接に対象者に面接しておこなった。  

（l）ツミなき生活ヘ一兵擁県宍深部千穂町A氏－   

A氏（33歳）の家族は，塞（35歳）と子供たち3人  

（6歳，3歳，0歳）の5人で，1989年の4月に千枚町  

に移住した。耽戯す削ま東大阪市に住み，夫婦ともに中学  

校教師をしていた（夫：社会科，寮：基簡）。   

A氏は兵雌県明石市の生まれで，生家の職業ほ会社員  

である。加古川市内の高校を卒莱，慶応大学へ進学し，  

革紫後すぐに中学校致師となる。塞は教師時代の同僚だ  

が，結婚するときから，いずれ教師はやめると泰に酷し  

てあったという。怒は東大阪市の会社員の家庭に生まれ，  

市内の高校を卒業，関西大学に進み，卒莱後教師となっ  

た。   

A氏が教師をやめたのは，1988年の4月である。教師  

時代に脱サラ農民の本を統んだことがあるとはいえ，こ  

のときは耽戯するという目的はまだはっきりしていな  

かったという。しかし農業に関心があり，虚業体験をし  

てみようかということで，同年5月から大阪府内の農家  

で農莱研修をおこない始める。偽薬への関心の源泉は幼  

い頃に絃験した田園j乱数だろうという。そ・の後，研修の  

過程で戯莱をやるなら年をとってからでほできないと感  

じ，研修を5か月できりあげて就農地を捜し始める。88  

年11月のことである。   

生計の安産のために平飼いによる滋鶏（「自然餐鶏」）  

を取り入れたいと思っていたので舶），それが可能な場  

所を望んだと同時に，兇嘲らしや日当たりがよいという  

ことなども就農地選択時に考えたという。兵庫県農茶会  

溝にも相談したが，結局自然養鶏関係の人を通じて，今  

の就農地が決まった。敢初ほ借家が見つからず町営住宅  

に住んだが，その後屋敷地を偶人れ，自分で家を建てた。  

就戯時の資金は600万円ほとであった。   

現在の接骨は，平飼いによる産卵鶏360羽（成鶏330，  

雛30）と，水田が2反，畑が1放である。鶏舎敷地をは  

じめ土地はすべて借地である。閑畑はほとんど纏農薬で  
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たくなるという現象を，氏は「帰農症候群」と名付ける。   

本当は濃紫をやりたかったので，生協への就職は費協  

の産物であった。しかし，磯貝仲間との研究会で有機鹿  

渡物の渡消揺撰の爽践例として市鹿町を知り，膿発会溝  

に照会したところ，運よく市鹿町に受け入れの用意があ  

り，就腰の運びとなった。就農を決悪する段階では，市  

鹿町の産消縫携に尽力してきた神戸大学Y助教授の影響  

も大きかったという。また，就農附こは大阪府の農家で  

半年間ほど研修をおこなった。   

住居は鹿家の離れを月2万円で間借りしている。当初  

は．戯楽手爵会の斡旋で畑を1反，田を7畝傍りていた  

が，調査時現在の碓骨情況は，畑3反，田1反，飼料作  

1反と平飼いの鶏が400羽である。飼料作を入れた輪作  

体系をとっている。鶏を始めたきっかけは，提携関係に  

おける卵不足であったが，野菜作りよりも楽で安愛して  

いるため，しだいに経営の中心になりつつある。野磯な  

どの栽培については，町内の有機脳紫研究会のメンバー  

や本，近所の高齢者たちを参考にしている。養鶏につい  

ては愛戯会関係の餐鶴農家が町内にいる。   

現在の耕地のうち4反は購入済みである。就偲時の資  

金は300方円ほどあったが，桝舵機やその他の機械，軽  

トラックなどの僻入にまわったので，土地の購入につい  

ては親や生協時代の知人たちからの借金でまかなった。  

購入理由は，借地の場合，肥えたときに土地を過してく  

れといわれることがあるからだという。また鶏舎の改築  

にあたっては，提携している消評者個体から100万円の  

無利子融資を受けている。   

敢近の収入内訳は，卵の販梵による収入が月7～8万  

円，野菜からが月3方円（いずれも費用差引後），週3  

回数えている隣町の学習塾からの報酬が月5万円である。  

卵や野賽は，提携している消費者個体へ全数出荷してい  

る。鶏舎の改修に手をとられて野発作りがおろそかに  

なっているが，鶏舎が完成すれば，農薬で現在の倍の収  

入は見込めるだろうということである。   

有機農薬研究会の県レベル，関西レベルの会合に出て  

おり，途上国から戯茶研修生を受け入れる軍楽には，鰭  

学力を清かして適訳あるいは世箔人として積極的に参加  

している。また，ふるさと創生基金を利用した町主導の  

いわゆる活性化漁（「未来塾」）や，地区の督年の炎まり  

にも出ている。葬式などの地区の山般朗なつきあいにも  

参加しているが，A氏と同様に，その関係の出費が多い  

と感じている。さらに町内に計画されたゴルフ場の建設  

反対運動では，中心的な晒動をおこなった。   

鹿莱は姦策ではなく食べ物作りなので，麗産物ほコニ莱  

製品と同様の流通ほできない，あるいほ同様のコスト計  

算は成り立たない，というのがB氏の考えである。大学  

時代には自給的な生活を埋腰にしていたが，爽際に既成  

してみると，たとえば肉を食べたいとか旅行をしたいな  

どという欲求を消し去ることができないことがわかった。  

だから，就農に際してあまり強い僧念をもちすぎるのも，  

分裂を招くだけでよくないと考えている。   

上の倣代の人たちは，運動的に新鋭参入した人たちで  

あれ，従来の脇塞から有機過肇酎こ転身した人であれ，農  

薬を管しいものとして捉えているようにみえる。自分は，  

そうではなく楽しみとしての農薬を考えたいし，現在30  

歳代くらいの若い人たちの志向ほそうなってきている，  

とB氏はいう。  

（3）私ほ大丈夫だが……一兵碓県氷上郡市島町C氏…   

C氏（31故）も独身で，1991年4月に市島町に移住し  

た。   

神戸市で生まれ，小学校の時に岡山県倉敷市に移住す  

る。岡山大学工学部を卒業後，機械プラントメーカーに  

就職し，阪神地域に居住しながち6年間勤務する。その  

後，和歌山県にある慮莱故人で3年間働き，独立した。   

学生時代から自然保護などに関心はあったが，英際に  

農薬につこうと考えるようになったのは，就職後のこと  

である。バーレーン出張から帰ってきたとき，日本の総  

に強く魅せられたことを記憶しているという。いろいろ  

な理由から，農薬がいちばんマシかな，と思って洗脳を  

考えたところほA氏に似ている。会社をやめる直接の原  

因は，遷船不況による「層たたき」の現場に接し，会社  

の冷たさを肌で感じたことであった。   

和歌山県の農薬法人を知ったのは，大阪市の中之抱公  

園でおこなわれた虚栄関孫の就職祝明余技10）を通じてで  

ある。農産加工に関する仕事の従事者を凝処していると  

ころもあったが，部分ではなく，過剰こ関する聴解全般  

がやれそうだったという理由で，その戯莱法人を選んだ。  

敢終的にほ，そこで5～60頭いた肉牛の世話をまかされ  

ていたという。   

独立時の希望地は炭塵県であった。C氏が神戸生まれ  

で市内に親戚もあったこと，消費地として神戸を考えて  

いたことなどが理油である。練乳 B氏のところでふれ   
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た。20年勘琉すれば年金がつくので，その頃に退職して  

農薬を始める計画をたてていたという。同じ娘落灘身の  

泰と結婚してしばらくは他町に住んでいたが，1977年に  

地元に家を建てて帰ってくる。そ・して減反用の土地を借  

りて，少しずつ彪楽を始める。そうして‡萄飲退職まで，  

誰某戯家としての生活が拭いた。   

水田を1町3反，畑を5反作っており，平飼いの鶏が  

500羽いる。農地についてはすべで僻地で，反当り2．2万  

円の借地料を支払っている。水稲については耕麗や田植，  

収穫などの作業請負も，それぞれ1．0～3．Ohaの規模で  

おこなっている。機械はトラクターが3台，コンバイン，  

軽トラック，2トントラックがそれぞれ1台，租摺り楓  

紀燥機などがある。   

自分で経常する田畑はほとんどが有機無塵薬栽培であ  

る。帰郷後，当初は化学肥料や農薬を使うような膿紫を  

おこなっていたが，1981年に生まれた子供がアトピー  

だったということもあっで，趣味の虚栄から始めたのだ  

から化学肥料や偽薬をなるべく使わないようにしようと  

考えたという。その頃ほ米英していたので，技術は本な  

どを参考にしながら，あせらずに自分の考えで身につけ  

ていった。   

野薬や米のほとんどは，「かがわ土と自然の会」（事務  

所：高松市，金属200戸程度）という消費者グループに  

販発し，自らの運転するトラックで県内各地に散らばる  

会貝の拠点に，過2日の配達をおこなう。農協から頼ま  

れてしかたなく栽増しているタマネギは戯協に出荷する。  

これについては練農薬ではない。鶏の餌として米ぬかが  

必賓なため．近くのいちご農家と共同でコイン精米もお  

こなっている。   

賽も盛業を手伝い，それについては給料を出すかたち  

にしている。子供たちも機械作楽を手伝うことがある。  

昨年の粗収入ほ1000万円を少し越したぐらいだという。  

将来は，山の方に土地を買って体験農場的な要談も含め  

た複合慮吻を作るか，あるいは農産加エの部門に手を広  

げていきたいという。   

自然餐鶏会の闇据支部や全国有機虚業研究会にも入っ  

ているが，前者とはやや疎遠になり，後者については県  

レベルの活動が少ないので，この関係の活動はほとんど  

ない。そのかわり，地元出身ということもあって，町の  

戯来者会談や農協，学校関係の役職につくなど，地域的  

活動の機会は多い。地元の小学校で農作業の指導もして   

たように∴市鹿町は消費者と提携し販路が確立していた  

ので，ここに決めた。   

就農のための特別な変金はなかったという。トラク  

ターや緋転機，精米機などの機械をそろえたが，綴り受  

けたものもあり，全部で20方円強で入手できた。作莱小  

屋風の一軒家の家貸は，竃気水道込みで月1万円である。   

借地による農地が全都で3反あまりあり，うち1反独  

にほ水稲を作付けた。農地はすペて額偶の借り入れで，  

有機無彪薬による栽培をおこなっている。昨秋に収秘し  

た米は飯米と贈り物用のみであり，販売ほしなかった。  

畑ほ昨年7月下旬から収穫物を権衡肖黎者に出荷し始め  

たが，関釜時点までの発」こ食酢ま10万円程度である。鹿  

薬法人時代の知級を基本にし，本や町内の有機腿莱鹿家  

を参考にしながら巌作楽をしている。また，隣町にある  

B氏と同じ学習飽で週7時間数えており，そこからの収  

入が月6万円ある。   

参入して間もないこともあり，新規参入者関係の集ま  

りに何度か出席し，体験を給ったこともある。他にほ有  

機虚栄関係の集まりにも参加する。地区の出役には欠か  

さず参加しているが，毎月開かれる地区の会合には，魂  

購師と盛なって出ないことも多い。B氏が参加する町立  

尊の活性化熟も，絞初は出ていたが，学弓習熟の都合で疎  

遮になった。   

鷹紫は仕事を自分でコントロールできるところがよい  

という。消費者をはじめ，いろいろな人と知り合いにな  

れるのも，氏の感じるよかった点である。将来ほ牛や鶏，  

栄樹を緑営にくわえた有畜複合農薬をめざしている。運  

動にほあまり関わらずに自分の鹿莱をしっかりさせてい  

くことが現在の課題である。殴近は野菜農家が減少して  

いるようだがこの先どうなるのであろうか，私ほ自分で  

作っているから大丈夫だが……， と述べたのが印象的で  

あった。   

㈲人生計画としての就農一番川県大川郡寒川町D氏－   

D氏（41故）の家族ほ，泰（37歳〉 と子供たち（15故，  

13級，10乱10歳）の6人で，1987年5月に正式に耽虚  

した。D氏の前職は国鉄職員である。JR匹個への変更  

時に退職したが，1年間の有給休暇期間があったので，  

実際には1986年から盛業に尊念している。   

D氏は現在住む集落の出身で，3反程度を所有する鹿  

家の三男であった。地元の農薬高校を草葉後，国鉄に就  

職したが，その頃から本当は農薬をやりたいと思ってい  
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農業となっている。奏の実家は愛媒県の農家なので，虚  

業で食べられるはずがないと思っているのかもしれない。  

はじめのうちは袈といさかいになることもあったが，敢  

近ほ何もいわなくなった，という。   

特別な研修をせずに戯莱を始めたので，昨年は練習の  

葱味もあってあまり土地を借りなかったが，今年からは  

＝町2反の土地を惰りて総督をおこなう予定である。借  

地料は1．5～1．9万円／反で，露地による野莱作が主であ  

る。昨年はキャベツやたまねぎ，ちんげん菜などを作り，  

租収入ほ150万円であった。今年は租収入600万円をめざ  

して努力したいという。就戯資金は300万円あり，機械  

装備に120方円ほどかかった。技術は潜及所や地元戯協  

の営農指導員の悪風を開いている。農薬を使いすぎるこ  

とに抵抗感はあるが，鯉脇莱にするつもりは今のところ  

ない。出荷は戯協出荷と個人出荷の両方である。個人出  

荷は必ずしも根粒的なものでほなく，規格や品揃えが繋  

求される農協出荷に対応できないからという憩味が強い。   

盛栄凌瀾の誘いで，町内にある中核的農家の会に入っ  

ている。そのメンバーで視察旅行をすることもある。居  

住していないので，地元とのつきあいは年1回の用排水  

路掃除だけである。   

虚栄は天候の関係で労働が必ずしも収入につながらな  

いことがある。そういう憩味で，職某として脳楽を選ぶ  

ことはかなり功究が必要だと思う。担い手不足の憫報か  

ら遇紫に飛び込んだが，爽際にやってみると条件はきび  

しい。しかし，農薬をしていると圏や地域に役立つので  

はないかと思うし，この選択は正しかったと侶じている。  

今は自活することが散大の目標である。経営が軌道に  

のって，戯楽で食べていけるようになれば，寮も移住を  

考えるのでほないか。E氏はこのように練る。  

（6）スーパーマーケット勤務からの生活転換一番川粗肴  

川部塩江町F氏－   

F氏（37放）の家族は，泰（32歳）と子供1人（6  

歳）であり，1990年3月に家族ともども移住した。移住  

繭は広腐市内に住み，中堅スーパーマーケットに勤めて  

いた。   

F氏は広梅苗郊外（現在は佐伯区）のサラリーマン家  

庭に生まれ，市内の商校を草葉，広島修道大学人文学部  

に進学し，卒米後まず市内の本屋に2年間勤める。その  

後，スーパーに転職し約10年間勤めた孜，1988年6月に  

退職した。1984年に結婚した塞は，下関市の公務員家庭   

いる。   

国鉄鳩代との速いほ，夜勤や時間に追われた仕事から  

の解放という面もあったが，大きく遇うのはつきあいの  

広がりである。圃鉄時代は同僚だけのつきあいであった  

が，農薬をしていると，自分から出ていく意志さえあれ  

ば，つきあいがどんどん広がるという。消梁者グループ  

和ナに鰍rこ合わない配送をおこなうのも，消饗者と給を  

したり生の意見を聞いたりという交流があるからだ。ま  

た，県や農薬金紋の人と知り合いにもなれる。テレビの  

取材も何度か受けた。   

加工をして付加価億を高めたり，生産者の側が値決め  

をする発想に転換できたりすれば，膿莱は有望な産業に  

なりうる。そ・ういう恋味で，彪薬はやればやるほど可能  

性のある産莱である。さらに，特産品の開発などを通じ  

で地域社会の発展のためにも役立ちたい，とD氏は言落る。   

㈲今がチャンス一番川県仲多度郡琴南町E氏－   

E氏（40歳）の農地ほ琴南町にあるが，居宅は串で40  

分ほどの卒多浄町にあり，稼日車で適う通勤麓楽である。  

蜜（35歳）は密謀婦をしており，子供は4人（13歳，12  

戌，10歳，8放）ある。1990年の11月に虚業を始めた。   

E氏は坂出市内の漁家の出身である。戊男でなかった  

こともあって，市内の中学を卒茶後，川崎蕊エに就職し  

3年間訓練生として神戸で暮らす。その後，地元の工寒  

地帝にあるエ場に炭り，約10年間働く。その際，通偶数  

習で高校を草葉した。退職してしばらくは爽家ののり餐  

梢を手伝った後，魚市場の㌻戸の水産会祉に就職し，そこ  

で10数年間働いた。   

魚市場をやめたのは職場でのトラブルが大きな原園  

だったという。セリを担当していたのでストレスもきつ  

かった。もうサラリーマンはしたくないと思ったが，漁  

業ほ身近で見ていたせいか，埋るばかりで先行きが不安  

な気がした。他九 偽薬については担い手不足の請をマ  

スコミ等で問いていたので，今はよくないが先々よくな  

るだろうと考えていた。何かを始めるには年齢的に厳後  

のチャンスだとも思っていたので，転職を決恋した。   

とはいうものの，具体的な作目や場所を考えていたわ  

けではない。山あいの静かなところという希望があった  

ぐらいである。今の場所は像茶会講を通じて見つけた。  

農薬会談は作目や候補地などをもう少し具体的に紹介し  

てくれると思っていたが，少々耕符はずれであったとい  

う。索ほ就戯に賛成しなかったので，移住はできず通勤  
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（うち1名は次に紹介するG氏）にも声をかけており，  

その人たちの農産物も扱いたいという。出店については，  

スーパー時代の知絶を役立てている。   

地域のつきあいには秩梅的である。ほとんどが働きに  

出ている同枇代の人たちと知り合いになれたのは，子供  

の忠魂が大きいという。また，町の慮米後継者クラブに  

も加入している。虚栄をすると会社にはないような人問  

関係のつながりが得られると感じている。   

スーパー勤務だと退職後の生活が空自状態だが，濃紫  

だと動ける限り働き続けられるという恵昧で，将来の見  

える生活ができる，とF氏はいう。自分の労働が，その  

まま食べ物のかたちで自分の生につながるのでわかりや  

すくていい，と姿はいう。思想を問うような有機無飽華  

厳某もよいが，自分としてはそうした思想や信条と無閲  

係なかたちで，遊楽をし，菅の八督魔のような夜光店を  

運償していきたい，とF氏ほ綾る。  

（7）理念と実践一香川風紋歌郡園分尊町G氏－   

G氏（44故）もE氏と同じく通勤脇某である。屠宅は  

高松市内にあり，黎（42放）と子供が2人（14放，11  

放）ある。上の子供は現在，三藍県にあるヤマギシズム  

学園中等部に入っている。賽は商松市出身で特殊学校の  

放論をしている。G氏ほ1987年6月に坂出市役所職爵を  

退職し，農地探しに少々手間どった後，1990年2月に現  

在の農地がみつかった。   

G氏は高松市内の文房具店の生まれで，市内の高校を  

軍楽，法政大学工学部に進学した。7年後に軍楽し，親  

の怒向もあって坂出市の公務員になる。役所では㌦賞し  

て都市計画苫某所属であった。   

就農を考え始めたのは1980年頃である。よく本を沈ん  

でいたので，それ以前も食品添加物関係の本や代替エネ  

ルギー関係の本を統んでいたが，漸期となったのは，細  

岡正樹咽然農法』16）と中島正『自然卯養鶏法透12〉の2  

碑で出会ったことである。また『現代農薬』に載ってい  

た庭先養鶏の紡も印象に残っている。山方，その頃に家  

を建て，やや本格的に家庭薬閲を始めた。   

こうしたことが総合しで，しだいに就戯の決意が嵩  

まってきた。就農の壁は具体的には3つあったという。  

第1ほ収入の問題，第2ほ役所をやめて農莱をするとき  

の枇間体の問題，第3は体力的な問題，である。解ユ，  

節2の問題は，とくに，1984年にヤマギシズムの特別講  

習研鍍金（7泊の合宿研修）に参加して決心がついたと   

の出身である。翻交を卒業後，広偽市内で働いていたと  

きにF氏と出会った。   

農業への関心ほ，今にして思えば幼い頃，母の爽家の  

みかん畑で遊んだことが発溝かもしれないという。しか  

し，具体的に就麓を考え始めたのは，スーパー勤務時代  

である。枚挙がら食物の安全性などの問題に閲心が出て  

きて，素性の知れぬものを食べるよりも自分で作った方  

がよいのではないかと考えるようになった。スーパーを  

やめたのは仕事が忙しすぎることもある。朝8時節に家  

をでて，帰りが夜12時をまわることも珍しくなかった。  

だから，就戯の希望を親に打ち明けたときも，体の心配  

からその方がいいという反応であったという。姿も家族  

血緒に働けることを望んでいた。   

スーパー退職後，佼初は山口県内で場所探しをしたが，  

寮の友人が香川県で箪莱を始めるにあたって人手を捜し  

ていたので，とりあえず教が親米しながら適地を探せる  

と思い，1989年に香川終に移住し，高松市郊外に住んだ。  

就農のための準備資金はほとんどなかったので，副収入  

の機会の有鋏も就農地選択の大きな灸件であった。   

現在の場所は県成業金紋の斡旋による。しかし就鹿前  

に，農薬会議に勧められて県の農薬大学で1年間の研修  

をおこなった。鹿家研鰭の造もあったが，有機鯉戯＊に  

よる栽培を考えていたので，一般鹿家での研修ほ敏速し  

たという。使屠については，遜よく町所有の住宅を月  

1，5方円で借りることができた。   

4反の戯地を年5方円で借りて野薬作りをしている。  

昨年は種々の作物を就験的に作ってみたので，ほとんど  

販発するにいたらなかった。今の土地に移って1年間は  

塞が会社勤めを続け，その後の半年間ほF氏が高松市に  

ある自然食晶店の手伝いをしていたが，教近の半年間ほ  

これといった現金収入がない状態である。技術について  

は，県で出している栽培方法の本や市販本，近所の高齢  

者たちから得ている。   

本格的な販売は今春から始める予盤である。方法は宅  

配と遮光店を考えている。宅配は，広島市や下関市に住  

む夫婦の友人たち50数紆を対象にしている。政党店ほ，  

うまくいけば今年の夏ごろ，率で30分ほど離れた高松市  

内の近郊任動地城で開楽できる見込みである。この店で  

は，自作の鹿渡物のほかに，近くの高齢者たちがおもに  

自家用に作ってきた野菜なども集めて発りたいという。  

また，有機触戯薬虚栄をおこなう県内の2名の生産者  
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いう。ヤマギシズムの農薬を学びたいと思って特賞削こ参  

加したが，結射勺にこれがG氏の生き方を大きく左右す  

ることになる。敢後まで残ったのは体力の問題である。  

しかし，農作楽はしんどいけれども楽しいと思ったとき  

に，就般の決心がついた。雛は黙認したが，収入が半分  

になることがやや不満であった。   

退職産後は，すでに買っておいた山間の休耕地で農作  

紫をしていた。しかし，絃験もなく土地条件も悪かった  

ので，農薬会訊を通じて，より近くて便利な現在の戯地  

を探した。農地は2カ所に別れ，合計4反，借地料は年  

Z．5万円／放である。資金は特別に準備していなかった  

が，耕転機などは退職時にそろえた。   

昨年の作目は野菜類のみである。販兜は商松市内にあ  

る自然食品店におろした。この店はF氏の籠にでてくる  

店のことで，この膚を通じてG氏はF氏と出会った。昨  

年の租収入は多い月で3万円程度である。それらの収入  

は種乳資材饗と同じくらいだったので，借地料や用水  

饗などほ塞の収入から補嘱したことになる。1年作って  

みて，鰊農薬栽培の技禰が多少わかってきた。この冬に  

はハウスの建てまわしもおこない，3棟で合計170坪に  

なった。作るだけでは金のことばかりを考えるので自分  

で売ることも考えたい，という。しかし，今のような無  

過疎栽培をひとりの労働でおこなおうとすると，手取り  

で年100方円ぐらいの収入が限度ではないかともいう。  

技術はもっばら本から得ている。   

借地先でのつきあいは，野菜を作っている人がいない  

こともあってほとんどない。   

今になって思えば，市役所の仕熟まこなしていく壮挙  

であって，将来を描けない壮挙であった。それに比べる  

と農薬は自分で冒梯を立てて，それに向かって壮挙がで  

きる。自分の描いた方向に進んでいくところ，そこが農  

薬の楽しさだとG氏ほ贈る。  

めて考えていることである。この傾向の駄接的繋園は，  

この塑には無農薬栽培や靭の平飼いが多いので，必然的  

に独自の流通方式が必賓とされることであろう。市場流  

通でほ胤塗物の見栄えが問題となるし，安全性という価  

値も正当に認められがたいからである。しかし，この背  

後にはもう少し深い安国，すなわち自分の生活の成立ち  

の全体を理解し，把握したいという救急，が影響してい  

るように思われる。このことは「生活志向」塑の各軍例  

にみられる自給の姿勢からも知られよう。個別的には  

「生きている全体がよくわかる生活」というF氏の蜜の  

考え方や，A氏が自分で家を建てたことなどもその現わ  

れと考えられる。   

こうしたこともあってか，参入者たちの生活は“自己  

完結”的な性格をもつように思われる。この自己完結性  

は閉鎖約・内向的という怒味ではない。就鹿前の人間関  

係を利用して宅配をおこなったり，あるいはゴルフ場反  

対遊動を主導したり，積極的に地域的活動をしたりする  

例がみられるように，参入者の活動はむしろ外に開かれ  

ている。つきあいが広がったという感想も多く聞かれた。  

しかしそれらの人間関係は，ある組織の一員としての関  

係というよりも，自己を中心としたネットワークとして  

展開しており，それぞれの関係を自分がコントロールし  

うるという意味で，自己完結的だと思われるのであ  

が生11）。   

このことはもちろん，就農地での生活経験が乏しいた  

めに，地域的組織ではなく，しかたなく自己の関係の  

ネットワークに練らざるをえないという衝の反映でもあ  

る。しかしながら，伝統的遊民たちの行動様式が「閑人  

主戴」的で相互依存的であるといわれるのに比べると，  

程度の差ではあれ，参入者はより「個人主線」的で自己  

中心的だといえが三12〉。彼らにとってほ，地域的組織も  

コントロールされうべき対象のひとつなのである。今後，  

参入者が就農地域へ与えるインパクトというもうひとつ  

の局面を考察する場合，これらの対照的な二つの行動糠  

式がどのように影響しあうかが，盈粟な滑脱点となろう。   

次に，これもまた「生活志向」烈の参入者にl眠ったこ  

とだが，傾向として思想や信条が後退しつつあることを  

指摘しておきたい。年齢層でいうと現在30歳代くらいの  

人たちは，それ以前の学生運動を経験した倣代とほ追っ  

て，公審や食べ物，環境などの問題意識から農業に貰を  

向ける人が多い肌3）。その結果，食べ物などのモノに関   

4“小宇宙”としての農叢生活  

個々の参入者たちは個性に溢れており，安易な給評は  

避けるべきである。しかしB氏も指摘したことだが，と  

くに「生活志向」型番入者の儲米に対する考え方には共  

通点も多い。仮説的考察であることをことわりつつ，以  

下にまとめてむすびとしたい。   

放も顕著な典適用は，膣楽を生産だけでなく販売も含  
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心の中心があり，組織的活動への関心は比較的弱いよう  

に思える。人間関係がネットワーク的な針已完結割にな  

るのも，その現われといえようか。   

それにしても参入後日が浅いとはいえ，段米収人のき  

わめて少ない挙例が目につく。「作るだけでは金のこと  

ばかりを考えるので自分で売ることも考えたい」という  

G氏の発宵を褒返すと，販売を手がけて消費者とのつな  

がりなどもでき，虚業を見る視野が広くなると，所得山  

辺例の価値基準が揺らいでくるのかもしれない。しかし，  

挙例の多くは地域とのつきあいにも棟塵的であり，現金  

を必繋とする生活から遊離はできない。また，これから  

結婚や子供の成撮をひかえている挙例も多い。以上の事  

例が今後どのような生活史をつくるのか，見守っていく  

必繋がある。   

以上，少ない挙例からではあるが，とくに「生活志  

向」烈参入者について，その傾向の一端を示せたと患う。  

しかし，それらが現代農薬に与えるインパクトを論じる  

にほ，違うタイプである「軍事紫志向」型番入者に関する  

調査とともに，自家農紫稜終着との比較も必安である。  

一方，受け入れ地域の対応の側面も残された冨果趨である。  

今回はそれらへとつなぐ調節のスケッチであると位麓づ  

けておきたい。  

付記：登場する7人の参入者の方々には，面倒なインタ  

ビューに根気よくつきあっていただいた。また，新規参  

入に閲する資料についてほ全図戯米会談所の山崎努氏に，  

調査率例の選嘉については兵庫県磯磯会溝の谷口氏，香  

川県展茶会講の村井氏にお槻儲になった。これらの皆様  

に厚く御礼申し上げます。  

「企発としての農薬観」の2分類（田口によると2  

段階）のみを指している。  

4）たとえば，徳野11）など。  

5）「担い手論」を否定するわけではない。そうした見  

地からの研究としては，たとえば松＊・魔笛15）が  

あるが，塞際の調餐対象は北海道の酷遇への新規  

参入を撒っており，「担い手給」として論じるには，  

まだまだ地域的作目的に限定が必繋だろう。新規  

参入者の箪例を扱った文献は，このほか注7にあ  

げるもの以外にも，全問虚業改良普及協会鏑9），  

三橋・山崎18），安藤：！）などがある。新規参入者l当  

身が執饗したり編基したりした本も多いが，その  

紹介は，エコ・ライフ研究会編5）が許しい。さら  

に，各様農薬瀾係雑誌にも新規参入者のルポが散  

見され始めた。  

6）したがって，小柄でいう脇楽観概念は，先の田口  

の概念よりは広戴であり，氏のいう「経常到！念」  

の基本与件として経常展開に作用するものと位駿  

づけられる。  
7）以下の分掛こついては，品部8），および来2）を参考  

にした。  

8）園では施設花きも減少しているが，回答者を100％  

とした回答率でみるとやや増加している。なお，  

畜産と果樹については，回答率でみても減少して  

いる。  

9）坂根7）に同じ趣旨の紀逃がみられるので，その彫  

砂もあるかもしれない。坂根氏の発想については  

岸6）による紹介がある。「自然餐鶏」については，  

申趨12）を参照。  

10〉 C氏の記憶でほ，「もうひとつの就職祝明会」とい  

う名前であった。  

11）以上にのべた販売面の盈視と人脈の活用は，徳野  

が，農薬への新しい眼差しをもつ農薬着から帰納  

的に導きだした特徴と共通している（徳野11り。  

12）「問人主義」と「個人義教」については，浜が5）  

を，それらの脳民行動への応用については，石  

田4）を参照。参入者たちが個人主裁的である背後  

には，必ずしも発でほない農薬生活を支える精神  

的支柱を個々の人たちがもっていることも大きい  

と思われる。習い方をかえれば，飽楽座活を続け  

るときに，これでいいんだと納得できるような理  

由を，各人がもっているように思う。その理由は  

人によって適うが，それが行動のひとつの判断基  

準となって，比授的個人史滋的な行動様式が可能  

になっているように感じた。  

13）あえて虚業を職莱として選択するという行為は，  

各人の個性をとりあえず除外すれば，各時代にお   

注   

1）新規学乳 Uターン就戯者数は，戯林水産省資  
料13）より。  

3）ひいては『wEEKLYプレイボーイ』にも，「明る  

い農相プロジェクト」と適して新規参入戯莱者の  

紹介と就慮を勧誘する特典記事が乾せられている   

（浅見1））。  

3）ただし，ここで田口のいう「経常理念（戯来観）」  

は，農業だけで都市動労濱憾みの生計を確保でき   

ることを目指す「職業としての偽薬雛」と，経営  

の剰余を地代込み利潤として見なすようになる  
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（10）：2－8（1985）．  
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ける膿薬の社会的な位す澄づけと，個々人のライフ  

サイクルとの関数として描くことができるのでは  

ないかと構想している。な払 ライフサイクルの  
普遍化についてほ，レビンソン19）が興味溌い。  

要  約  

近年わが国では，自家農薬後継者の数が激減している。  

こうした中で，後継する戯発基盤を持たない新規参入凝  

業者に焦点が強まりつつある。従来の研究はそれらの新  

規参入農業者を農薬労働力の補充とみなす傾向があった  

が，小稲ではかれらの生活と戯楽観を明らかにしたいと  

思う。新規参入農業者の斬新な考えと生活様式は，伝統  

的な農薬界に自らの閣蒐観念の渾考を迫りうると考える  

からである。   

7人の新規参入偽薬者への絆しいインタヴューを通じ  

て，いくつかの共通の特徴が明らかとなった。ただし，  

準例のほとんどは「生清志向」塑の参入者であって，  

「調薬志向」廻の参入者ではない。主な結果は以下の過  

りである。   

節1に，彼らiま生活の全局面をl当らの手で把握したい  

という願望を締っている。彼らは鹿渡物の生産だけでな  

く，販売も行なっている。もちろん，自給もしているし，  

中には自分で家を建てた者もいる。   

第2に，彼らは社会基団よりも，むしろ個人的な社会  

的ネットワークを利用している。生産物を前職時代の友  

人や知人に販売する挙例も2，3あった。   

第3に，彼らは社会遊動や厳格な侶粂に巻き込まれる  

ことをよしとしない。この点は，1970年代の新規参入虚  

栄者と今日のそれらとの相違点であるといえよう。  
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